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WEB3の日本企業への影響

１．Web3の原点はブロックチェーン。

データをブロック単位で管理し、ブロック同士をハッシ
ュ値と呼ばれるデータで繋ぐことにより、改竄が起きな
いようにする技術。

この技術は2008年にサトシ・ナカモトなる人物が発明

し公開された。無制限にデータの複製が可能になって
いたインターネットにて、色々な形で制約条件を科すこ
とができる点が非常に優れている。

以下、

https://ameblo.jp/itaoki/entry-

12797733948.html



人工知能AIを巡る最近の動向
2016年：深層学習手法で訓練した囲碁AI「アルファー碁」がトッ
プ碁手を破る。

2017年：AIが言語を学ぶ学習モデル「トランスフォーマー」をグ
ーグルが開発

2020年：OpenAI社が「トランスフォーマー」を使って訓練したAI

「GPT-3」を発表

2022年11月：「GPT-3」を基に：した対話型AIサービス「
ChatGPT」が無料公開された

2023年2月：MSがChatGPTを使った検索エンジンを発表

2023年3月：「GPT-3」を改良した「GPT-4」を発表

：グーグルが独自の対話型AIサービス「Bird」を公開

：イタリア当局が「ChatGPT」の利用を禁止
＊AI：「 Artificial Intelligence」

＊GPT：「Generative Pre-trained Transformer」

＊AGI：「Artificial General Intelligence」



大規模言語モデルLLM

１．大規模言語モデル（LLM：Large Language 

Models）は大量のテキストデータを使ってトレ
ーニングされた自然言語処理のモデルのこと。

そのモデルを適宜処理して、テキスト分類や分
析、情報抽出、文章要約、テキスト生成、質問
応答など自然言語処理（NLP：Natural 

Language Processing）タスクに適応。



２．モデルの代表例は、2018年にGoogleが発表した
「BERT」や、20年にOpenAIが発表した「GPT-3」など
が挙げられる。

22年12月に発表の「ChatGPT」は、22年初頭にトレー
ニングした「GPT-3.5シリーズ」をチャット（対話）向けに

ファインチューニングしたものであり、大規模言語モデ
ルの応用例の一つだ。

３．「大規模」に明確な基準はないが、BERTとGPT-3

を参考値として示す。BERTは28億語のWikiデータと8

億語のGoogle BookCorpusデータで合計33億語の
データからなる。GPT-3は、45TB（テラバイト）のデー
タ（最終的に合計4990億トークン）からトレーニングさ
れている。GPT-3.5のデータセットは未発表。













Open AIのページ





CHATGPTとBARDの対決に、無料の｢STABLELM｣
登場

１．急速に大規模言語モデル(LLM)があちこちから発

表されている。実は｢大規模言語モデルの内部構造自
体には特筆すべき要素がない｣からだ。

基本的にGPT3の（恐らくGPT4も）内部構造そのもの
はGPT2をただ大規模化しただけだ。GPT2のソースコ

ードは公開されているし、そもそものキーテクノロジー
である｢自己注意｣を使ったTransformerというアルゴリ
ズムは、グーグルが2017年に論文として発表したもの
が元になっている。以下、

https://ameblo.jp/itaoki/entry-12799946677.html



Bill Gates”The Age of AI has begun”
GPTのデモがWindowsの元になった1980年のGUIに匹敵する
衝撃だったというイントロから始まるこの文書はAIが近未来に
与えるインパクトとリスクについて思慮深くまとめられている。
ChatGPTやDeepLを使って日本語で読んでみても良い。

AIの時代が始まった。西和彦「ビルと共に成功をつかんだ」
ビル・ゲイツ著 | 2023年3月21日 14分間の読み物

The Age of AI has begun

•Bill Gates explains why AI is as revolutionary as personal computers, 

mobile phones, and the Internet, and he gives three principles for how 

to think about it.

•https://www.gatesnotes.com/The-Age-of-AI-Has-Begun

＊GPT:Generative Pretrained Transformer

＊GUI:Graphical User Interface



AIを中心として関係各界の関係



「AIベンチャー」のポイント
１．ディープラーニング中心に利用が拡大
２．ベンチャー企業のIPOも相次ぐ



最強AIツールの一覧 これ以外にも

仕事を便利にするAI１１選

①ChatGPT

②Jasper AI

③Perplexity AI

④Runway

⑤Dall E-2

⑥Eleven Labs

⑦Adobe

⑧Brand Crowd

⑨Timely

⑩Grammarly

⑪FireFlies





AIの業界地図

• 長期化する新型コロナウイ
ルス感染拡大。世界中で進
む、SDGs（持続可能な開
発目標）への取り組み。産
業構造が大きく変化する中
で、2022年に飛躍が見込
まれるのはどんな業界なの
か。『日経業界地図 2022

年版』から、要注目分野の
「業界地図」を紹介する。今
回は、人工知能（AI）の業
界地図を見ていこう。





ビジネス関連業務
PRA: Probabilistic Risk Assessment

JSON：JavaScript Object Notification



具体例
異次元の少子化対策 チャットGPTに聞いた

１．少子化って何ですか？

少子化とは、出生率が低下し、子どもの数が減少する社会現象
を指します。これは主に先進国で顕著に見られ、人口構成の高
齢化や労働力不足などの問題を引き起こすことがあります。少
子化は、経済成長の鈍化や社会保障制度への負担増加など、
さまざまな分野で悪影響を及ぼすことが懸念されています。以
下、

• https://ameblo.jp/itaoki/entry-12797885415.html

• https://ameblo.jp/itaoki/entry-12797885415.html



https://jp.quora.com/



Hallucination

尤もらしい虚偽の出力



4つの特化型ジェネレーティブAIの現状

4つの特化型生成AIの現状
700社以上存在する「テキストベースのジェネレーティブAI市場」。
CHATGPTが登場した2022年11月からグーグル検索における「ジ
ェネレーティブAI」への関心が徐々に高まり、関心度合いの指数は
2023年2月に過去最高となった。

CHATGPTは、チャット、文章生成、翻訳、コーディングなどさまざ
まなタスクをこなす万能型のAIツール。市場にはそれぞれのタスク
を専門とする特化型AIツールが多数ひしめき合っている。

画像系を除くテキストベースのジェネレーティブAI企業だけでも
700社以上ある。以下、

• https://ameblo.jp/itaoki/entry-12798308820.html







書籍



生成AI関連銘柄



参照：ロボット工学三原則
「ロボットは人間を守るもの」という理念を打ち出した点
が画期的。

第1条:ロボットは、人間に危害を加えてはならない。ま
た、人間に危害が及ぶのを見過ごしてはならない。

第2条:第1条に抵触しない限りにおいて、ロボットは人
間の命令に服従しなければならない。

第3条:ロボットは自身の身を守らなければならない。
ただし、第1条、第2条に反する場合は、この限りでは
ない。

(『われはロボット』早川書房刊小尾芙佐訳より)



AI規制



仕事で使うChatGPTは、どの部
分の｢生産性｣が向上するか

1.ChatGPTを業務に使い始めて、社員はどんな活用方法をみつけ
ているのか。

2.業務を一般化すると以下のような4段階があり、｢アイデア創出｣
に相当するプロセスの生産性向上にインパクトがある。



2023-4-11



CSV：「Comma Separated Values」の略で、各項目間がカンマで区切られたデータ
のこと。

• 直訳すると「カンマで値を分ける」という意味。

• これらのデータをまとめたものを「CSVデータ」

JSON：「JavaScript Object Notation」の略称

Google Driveは Google が提供するクラウドストレージ

Dropbox は Cookie を使用して、サービスの提供、改善、保護、宣伝



生成AI

せい‐せい【生成】 Generative

１．ものができること。また、ものを新たにつくり
出すこと。

「薬品を―する」

２．哲学で、事物がある状態から他の状態にな
ること。また、その過程。転化。



生成系人工知能(Generative AI)
生成系AI(ChatGPT, BingAI, Bard, 

Midjourney, Stable Diffusion等)について



生成AIの仕組み

１．基本的には、インターネット上などに存在する
既存の文章や画像イメージを大量に機械学習し、
これに強化学習を組み合わせなどして、一定レベ
ルの品質の文章や画像を生成するシステム。

２．特に、2022年11月に公開され、話題になった
大規模言語モデルChatGPTはバージョンが更新
され、最新のGPT-4では生成される文章などの
質や正確性が著しく向上。



関連するブログ
IT敗戦からの復活の機会
https://ameblo.jp/itaoki/entry-12796722370.html

テーマ：ブログ生成系人工知能(Generative AI)
https://ameblo.jp/itaoki/entry-12796741422.html

米国「ChatGPT」を禁止する企業の愚かさ
https://ameblo.jp/itaoki/entry-12796744665.html

「ChatGPT」などの生成AI、世界のホワイトカラー
3億人の仕事を奪う
https://ameblo.jp/itaoki/entry-12796743970.html

日本の国についてAIに聞く
https://ameblo.jp/itaoki/entry-12796228741.html





人の顔写真を無限に生成する「AIアバター」



生成AIの方向

１．進み始めたAIの開発を止めることはできな
いし、止められない。遅かれ早かれシンギュラリ
ティーが達成されるのは間違いない。その後の
AIが危険な存在になるかどうかは、人がAIをど
う利用するかにかかっている。AIが自然に安全
になったり危険になったりすることはない。最後
に決めるのは結局は人だ。



２．シンギュラリティーとは「AIが自分よりも賢い
AIを生み出せるようになる」こと。この再帰的な
構造が実現すれば、AIは無限に賢くなり、全知
全能の存在に近づく。これを人間側から見れば
「AIが人間の知能を超える」ということになる。
自己進化機能を持つスカイネットはシンギュラリ
ティーの存在だ。



３．シンギュラリティーがいつ起こるかを
ChatGPTに尋ねてみると、一般的には2030年
代から50年代にかけての期間に、シンギュラリ
ティーが起こる可能性が高いという。今後の技
術の進歩によって、その時期は大きく変わるが、
遠い未来の話ではなく、早ければ10年以内に
起こる可能性がある。



４．その芽はすでに現れている。それが「AIの
開発にAI自体が利用されるようになってきた」と
いうことだ。こうした開発が自動化されれば、そ
れはAIの自己進化機能、即ちシンギュラリティ
ーだ。こうした危惧が最悪の形で現実になった
例が「スカイネット」だ。映画「ターミネーター」に
敵役として登場AIだ。



５．スカイネットは自己進化の機能を備え、ある
とき自我に目覚める。これを恐れた人類はスカ
イネットを停止させようとするが、それを自分へ
の攻撃とみなしたスカイネットは、ロシアに核ミ
サイルを打ち込んで世界規模の核戦争を誘発。
更に無人兵器で構成した軍隊により人類を絶
滅寸前に追い込む。



６．進み始めたAIの開発を止めることはできな
いし、止められる人もいない。遅かれ早かれシ
ンギュラリティーが達成されるのは間違いない。
その後のAIが危険な存在になるかどうかは、人
がAIをどう利用するかにかかっている。AIが自
然に安全になったり危険になったりすることは
ない。最後に決めるのは人だ。

https://ameblo.jp/itaoki/entry-

12797329523.html



生成AIモデル比較



AIを足場として
１０．世界でダントツに取り残されてしまった日
本だ。南欧諸国すら何十％か成長。日本はマイ
ナス20％成長だ。政府も財務省も、メディアも
経済学者も説明すべきだ。経済政策が間違っ
ていたことを率直に認め政策転換すべきだ。
PB規律と緊縮財政を廃棄することが、大いなる
一歩となる。

ご静聴有難うございました。

青木 至



日米FEMセミナー1969年8月
経団連会館
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